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• 現行の養成課程は、科目の立てつけに注目すると、博物館の持つ機能に注目した「機能論」に
終始していることがわかる。これからの時代においては、「機能論」ではなく、機能を発揮した成果
をどのように社会に還元していくかということにフォーカスした内容に変えていく必要があるだろう。

• （前略）博物館と観光とのかかわりについては、現行の博物館経営論等で扱うことが妥当であ
ると考える。

• めまぐるしく環境が変化していく中で、知識を「教える」教育から、学生が自ら「学ぶ」という主体性
を重視した教育に、教育のあり方が変わりつつある。学芸員養成課程についても、学生が主体
的に学ぶようなカリキュラムを構築していく必要があると考える。

• 博物館・美術館には、国際的な視野を持った運営が求められるようになっている。そのため、学芸
員についても博物館・美術館の国際化への関わり方について学ぶ機会を用意することが必要で
ある。

• 学芸員養成課程のカリキュラムを考える際に、都道府県立や国立レベルの大規模中核館の事
情だけを考慮しても現場の実態に即したものにはならない。小規模館の実態に即して、「博物館
と地域社会とのかかわり」を意識したカリキュラムを構築する必要がある

• 新たに養成課程に科目を追加するとすれば、博物館と社会とのかかわりに関する科目が望ましい。
具体的には、博物館と福祉、観光、まちづくりといった博物館と社会の接点となりうる分野につ
いて概論として一体的に扱うことが望ましいのではないか。

• 現状定められている科目の内容を今一度精査することで、科目数を増やさずに教育の質を向
上していけるものと考える。
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